
今回今回５名５名が質問し、が質問し、
　　　その要約を掲載しました。　　　その要約を掲載しました。
今回５名が質問し、
　　　その要約を掲載しました。

三　村　由利子  議員 ６Ｐ

三　村　孝　信  議員 ８Ｐ

杉　山　　　清  議員 10Ｐ

桐　原　健　一  議員 ７Ｐ

薗　部　　　一  議員 ９Ｐ

5　　しろさと議会だより　No.35
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 三  村 　 由  利  子 　議員　
み むら ゆ り こ

三
　
村
　
投
票
所
が
大

幅
に
統
合
縮
小
さ
れ
、

有
権
者
に
は
遠
い
存
在

に
な
っ
て
お
り
、
投
票

率
の
低
下
傾
向
に
あ
る

な
か
で
、
現
在
の
投
票

所
の
統
合
は
適
切
な
も

の
と
判
断
さ
れ
て
い
る

の
か
。

総
務
課
長
　
全
町
的
な

観
点
か
ら
実
施
し
た
も

の
で
適
切
な
投
票
所
数

と
認
識
し
て
い
る
。

三
　
村
　
約
4
5
0
万

円
弱
の
経
費
節
減
の
た

め
に
投
票
所
を
統
合
し

た
こ
と
が
、
適
切
だ
と

思
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長
　
地
域
を
統

括
す
る
区
長
さ
ん
か
ら

苦
情
等
も
寄
せ
ら
れ
て

い
な
い
。

三
　
村
　
選
挙
で
全
地

域
を
回
っ
た
町
長
は
、

高
齢
者
世
帯
の
実
態
を

み
て
投
票
所
を
再
考
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
判
断
に
は
至
ら
な

か
っ
た
の
か
。

町
　
長
　
確
か
に
再
編

に
よ
り
投
票
所
ま
で
の

距
離
が
遠
く
な
っ
た
こ

と
は
実
感
し
て
い
る
。

三
　
村
　
距
離
的
な
こ

と
で
投
票
所
に
行
け
な

い
事
実
は
、
保
障
さ
れ

て
い
る
選
挙
権
を
制
限

し
て
い
る
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。

町
　
長
　
選
挙
管
理
委

員
会
で
討
議
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
私
か
ら
も

話
を
す
る
。

三
　
村
　
趣
味
の
活
動

グ
ル
ー
プ
が
ホ
ー
ル
使

用
の
申
請
で
高
額
な
料

金
を
説
明
さ
れ
た
。
利

用
料
金
の
設
定
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

町
　
長
　
近
隣
の
施
設

使
用
料
と
比
較
し
て
高

く
な
い
。

三
　
村
　
町
民
の
た
め

の
コ
ミ
セ
ン
を
、
手
軽

に
利
用
で
き
る
料
金
設

定
に
す
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
類

似
施
設
と
比

較
し
て
、
約

　
％
～
　
％

３０

５０

料

金

は

下

回
っ
て
い
る
。

三
　
村
　
活

動
発
表
の
場
、

文
化
活
動
の

振
興
の
為
に

も
町
民
に
は

考
慮
す
べ
き

と
思
う
が
。

町
　
長
　
こ
れ
か
ら
検

討
課
題
と
す
る
。
文
化

団
体
が
安
い
料
金
で
利

用
し
活
躍
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
町
に
は
大
事

な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

投票所につい投票所についてて

〈町長〉投票所まで遠くなったと実感している。
選挙管理委員会に話をする。　 

投票所

施
設
利
用
料
金
に
つ
い

 施
設
利
用
料
金
に
つ
い
てて

 コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
使
用
料
は
高
す
ぎ

コ
ミ
セ
ン
ホ
ー
ル
使
用
料
は
高
す
ぎ
なな
い
か
い
か

〈
町
長
〉

こ
れ
か
ら
検
討
課
題
と
す
る
。
文
化
団
体
が
安

い
料
金
で
利
用
し
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

町
に
は
大
事
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

コミュニティセンター城里ホール
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 桐  原 　 健  一 　議員
きり はら けん いち

桐
　
原
　
風
疹
が
全
国

的
に
流
行
し
て
い
る
。

妊
娠
を
望
む
女
性
や
、

妊
婦
の
夫
ら
を
対
象
に
、

予
防
接
種
費
用
を
助
成

で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
本
町
に
お
け

る
出
生
者
は
、
年
間
１

０
０
人
か
ら
１
１
０
人

程
度
で
あ
る
。
少
子
化

対
策
の
一
環
と
し
て
、

予
防
接
種
の
２
分
の
１

の
補
助
を
対
象
と
し
て

助
成
し
て
い
く
。

桐
　
原
　
妊
婦
の
方
に
、

障
害
者
駐
車
場
を
気
兼

ね
な
く
利
用
し
て
も
ら

う
た
め
に
、「
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
」
表
示
板

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
妊
婦
さ
ん
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
機
会
が

多
い
と
思
わ
れ
る
、
コ

ミ
セ
ン
、
保
健
セ
ン

タ
ー
及
び
、
桂
図
書
館

な
ど
の
障
害
者
駐
車
ス

ペ
ー
ス
に
、
表
示
板
を

設
置
し
て
い
く
。

桐
　
原
　
有
害
鳥
獣
を

追
い
払
う
装
置
「
バ
リ

ア
ト
ー
ン
」
は
、
野
生

動
物
が
お
び
え
る
と
い

う
音
波
を
人
工
的
に
発

生
さ
せ
る
装
置
で
、

「
　
万
７
９
０
０
円
」
と

２０高
価
格
の
た
め
、
助
成

制
度
が
で
き
な

い
か
。

町
　
長
　
町
と

し
て
は
、
有
害

鳥
獣
駆
除
隊
を

編
成
し
、
駆
除

を
行
っ
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
個

体
数
の
減
少
を

図
る
こ
と
が
最

善
で
あ
り
、
現

在
の
時
点
で
は
助
成
制

度
は
考
え
て
い
な
い
。

風疹予防接種の助成につい風疹予防接種の助成についてて

〈町長〉予防接種の２分の１の補助を対象と
　　   して助成していく。

 妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く

妊
婦
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
りり

 町
公
共
施
設
駐
車
場
に「
マ
タ

町
公
共
施
設
駐
車
場
に「
マ
タ
ニニ

 テ
ィ
マ
ー
ク

テ
ィ
マ
ー
ク
」」
 の
表
示
板
設
置

の
表
示
板
設
置
にに

 つ
い
つ
い
てて

〈
町
長
〉

障
害
者
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
、
表

示
板
を
設
置
し
て
い
く
。

設置されたマタニティマーク表示板

有
害
鳥
獣
を
追
い
払
う
装

 有
害
鳥
獣
を
追
い
払
う
装
置置

 「
バ
リ
ア
ト
ー
ン
」の
助
成
制

「
バ
リ
ア
ト
ー
ン
」の
助
成
制
度度

 に
つ
い

に
つ
い
てて

〈
町
長
〉

現
在
の
時
点
で
は
助
成
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。

バリアトーン

マタニティマーク



しろさと議会だより　No.35　　8

　 三  村 　 孝  信 　議員　
み むら たか のぶ

三
　
村
　
　
h
a
の
国

４１

有
林
を
町
有
地
と
し
た

が
、
そ
の
後
利
用
す
る

た
め
の
計
画
は
あ
る
の

か
。
ま
た
、
墓
地
に
対

す
る
国
民
の
意
識
が
変

化
し
、「
樹
木
葬
」
に
対

す
る
関
心
が
高
い
。
そ

こ
で
自
然
志
向
で
里
山

を
守
る
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
「
樹
木
葬
」

を
中
心
と
し
た
墓
地
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

町
　
長
　
民
間
事
業
者

か
ら
墓
地
計
画
跡
地
を

活
用
し
た
太
陽
光
発
電

施
設
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の

提
案
が
あ
り
、
現
在
事

業
計
画
を
協
議
し
て
い

る
。「
樹
木
葬
」
に
よ
る

墓
地
計
画
は
考
え
て
い

な
い
。

公園墓地計画跡地の利用につい公園墓地計画跡地の利用についてて

〈町長〉民間事業者から太陽光発電施設メガソーラー
　の提案があり、事業計画を協議している。

中
学
校
の
再
編
に
つ
い

 中
学
校
の
再
編
に
つ
い
てて

三
　
村
　
七
会
中
学
校

の
新
入
生
　
名
の
う
ち

１１

７
名
が
常
北
中
学
校
へ

入
学
し
た
理
由
は
何
か
。

町
内
中
学
校
の
生
徒
数

の
今
後
の
見
通
し
と
中

学
校
再
編
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
の
か
。

町
　
長
　
中
学
で
入
り

た
い
部
が
七
会
中
に
な

い
た
め
、
常
北
中
を
選

〈
教
育
長
〉

生
徒
の
動
向
に
留
意
し
、
早
急
に
今
後
の

こ
と
を
考
え
動
き
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

択
し
た
か
ら
。　

年
後

１０

に
は
、
全
校
数
で
、
常

北
中
マ
イ
ナ
ス
１
３
５

名
、
桂
中
マ
イ
ナ
ス
　６０

名
、
七
会
中
マ
イ
ナ
ス

３
名
。
以
上
と
な
る
。

中
学
校
再
編
に
つ
い
て

は
、
今
の
と
こ
ろ
計
画

は
な
い
。

三
　
村
　
来
年
度
も
七

会
中
に
お
い
て
、
こ
う

い
っ
た
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
昨
年
度
の
経

緯
か
ら
統
合
は
時
期
尚

早
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

が
、
生
徒
の
動
向
に
留

意
し
、
地
域
の
方
々
と

話
し
合
い
を
深
め
、
早

急
に
今
後
の
こ
と
を
考

え
動
き
出
さ
な
く
て
は

な
ら
な
い
状
況
だ
。

都
市
計
画
に
つ
い

 都
市
計
画
に
つ
い
てて

〈
町
長
〉

国
道
１
２
３
号
線
バ
イ
パ
ス
沿
線
の

用
途
地
域
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

三
　
村
　
常
北
地
区
の

都
市
計
画
決
定
か
ら
約

　
年
が
過
ぎ
た
。
地
区

３０を
取
り
巻
く
経
済
情
勢

や
人
口
動
向
、
土
地
利

用
等
に
大
き
な
変
化
が

生
じ
た
。
計
画
の
見
直

し
が
必
要
と
思
う
が
。

町
　
長
　
国
道
１
２
３

号
線
バ
イ
パ
ス
が
開
通

す
る
の
で
、
バ
イ
パ
ス

沿
線
の
用
途
地
域
の
見

直
し
を
進
め
て
い
る
。

現
在
は
第
１
種
低
層
住

居
専
用
地
域
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
店
舗
等
は

建
て
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

常
北
地
区
全
域
の
見
直

し
に
つ
い
て
も
今
後
検

討
し
て
い
く
。

七会中学校

現在の常北都市計画図
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 薗  部 　　 一 　議員
その べ はじめ

薗
　
部
　
住
民
が
安
心

し
て
生
活
が
で
き
、
利

用
者
本
位
の
高
齢
者
の

自
立
支
援
利
用
者
選
択

の
サ
ー
ビ
ス
は
。

町
　
長
　
高
齢
者
の
方

が
健
康
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
、
住
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
及
び

向
上
を
図
る
。

薗
　
部
　
次
期
高
齢
者

福
祉
計
画
及
び
第
６
期

介
護
保
険
事
業
の
中
に

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
増
設
は
。

町
　
長
　
町
内
に
は
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

１
カ
所
で
あ
る
。
今
　４１

人
が
入
所
を
希
望
し
て

い
る
が
、
県
よ
り
は
８

床
し
か
示
さ
れ
ず
、
難

し
い
。

薗
　
部
　
医
療
の
中
核

を
担
っ
た
城
北
病
院
が

被
災
し
新
病
院
を
水
戸

に
建
設
中
、
四
倉
医
院

は
休
院
、
城
里
町
国
保

七
会
診
療
所
は
重
要
な

位
置
と
考
え
る
が
。

町
　
長
　
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
で
建
設

検
討
委
員
会
が
立
ち
上

が
っ
た
。
地
域
医
療
の

提
供
の
維
持
に
努
め
た

い
。

高齢者福祉、介護、医療につい高齢者福祉、介護、医療についてて

〈町長〉高齢者の方が健康で生きがいを持っ
　　   て暮らせる環境づくりを進める。

城里町国保七会診療所

農
業
振
興
に
つ
い

 農
業
振
興
に
つ
い
てて

　・・
城
里
町
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

城
里
町
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品品
に
つ
い
て

に
つ
い
て

〈
町
長
〉

農
産
物
に
こ
だ
わ
ら
ず
認
定
し
、

地
元
農
協
、
県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

薗
　
部
　
な
な
か
い
の

里
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
桂
の

レ
ッ
ド
ポ
ア
ロ
ー
、
古

内
茶
、
し
ろ
さ
と
ト
マ

ト
、
コ
ケ
ッ
コ
ー
米
の

５
品
が
ブ
ラ
ン
ド
推
奨

品
に
認
定
さ
れ
た
が
、

今
後
も
増
や
す
の
か
。

町
　
長
　
農
産
物
に
こ

だ
わ
ら
ず
認
定
し
た
い
。

薗
　
部
　
販
売
面
で
苦

労
し
て
い
る
。
町
と
し

て
Ｐ
Ｒ
は
。

町
　
長
　
地
元
農
協
、

県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
い
。

薗
　
部
　
推
奨
品
等
を

食
べ
る
所
が
少
な
い
。

町
　
長
　
食
べ
る
所
は

な
か
な
か
無
い
。
販
売

店
舗
は
町
内
特
産
品
直

売
所
、
農
協
Ａ
コ
ー
プ

等
。

薗
　
部
　
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
の
推
奨
窓
口
担
当

〈
町
長
〉

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
推
進
し
て
後
継
者
を

育
成
し
、
就
農
者
の
増
加
を
図
り
た
い
。

薗
　
部
　
現
在
農
業
を

担
っ
て
い
る
の
は
　
代
６０

か
ら
　
代
だ
。
減
反
政

８０

策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
若

者
の
生
産
意
欲
が
失
わ

れ
る
中
で
、
後
継
者
問

題
は
。

町
　
長
　
基
幹
産
業
の

農
畜
産
林
業
に
携
わ
る

方
々
の
高
齢
化
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
、
後
継

者
不
足
は
深
刻
だ
。
農

林
水
産
省
の
「
人
・
農

地
プ
ラ
ン
」
を
推
進
し

て
後
継
者
を
育
成
し
、

就
農
者
の
増
加
を
図
り

た
い
。

　・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
育
成

・
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
の
育
成
はは

は
。

町
　
長
　
産
業
振
興
課

で
行
っ
て
い
る
。

レッドポアロー

古内茶 しろさとトマト

コケッコー米

ななかいの里コシヒカリ



しろさと議会だより　No.35　　10

　 杉  山 　　 清 　議員　
すぎ やま きよし

杉
　
山
　
啓
蒙
啓
発
を

考
慮
し
、
女
性
消
防
団

組
織
化
が
必
要
で
は
。

町
　
長
　
女
性
の
特
性

を
生
か
し
た
普
及
が
期

待
さ
れ
る
。
消
防
団
等

と
協
議
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
消
防
団
詰
所

　
カ
所
の
施
設
（
ト
イ

４４レ
、
給
水
）
の
充
実
と
、

水
防
地
区
へ
の
救
命
胴

衣
、
山

間

地

区

に

ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー
タ
ー

を
設
置
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
消
防
団
員
の

処
遇
や
活
動
環
境
に
関

わ
る
の
で
、
順
次
検
討

し
て
い
く
。

杉
　
山
　
毎
年
の
質
問

で
あ
る
、
水
害
対
策
、

特
に
江
川
と
根
古
屋
橋

の
改
修
を
早
急
に
で
き

な
い
か
。

都
市
建
設
課
長
　
国
道

１
２
３
号
線
バ
イ
パ
ス

完
成
前
に
根
古
屋
橋
を

改
修
で
き
る
よ
う
県
へ

要
望
を
続
け
る
。

地域防災につい地域防災についてて

〈町長〉水害対策については今後も強く県に要望し、治水対策
　   の強化に努め、安心で安全なまちづくりに努める。

の
安
全
を
図
る
上
で
、

1
・
5
車
線
（
待
避
所
）

設
置
は
費
用
対
効
果
策

で
は
。

都
市
建
設
課
長
　
緊
急

時
の
対
応
や
通
学
児
童

等
の
安
全
確
保
の
た
め

の
手
法
と
し
て
検
討
し

て
い
く
。

杉
　
山
　
平
成
　
年
　

１８

１２

月
議
会
に
て
、
沢
山
診

療
所
廃
止
に
反
対
し
た

議
員
と
し
て
伺
う
。
県

に
は
無
医
地
区
は
県
北

６
自
治
体
　
地
区
、
城

２１

杉
　
山
　
都
心
部
自
治

体
と
姉
妹
都
市
協
定
を

結
ん
で
交
流
を
図
っ
て

は
。

町
　
長
　
利
点
が
一
致

す
る
自
治
体
と
友
好
都

市
を
念
頭
に
考
え
て
い

く
。

杉
　
山
　
経
済
産
業
省

補
助
３
分
の
２
と
立
地

を
生
か
し
電
気
自
動
車

急
速
充
電
シ
ス
テ
ム
を

町
内
に
設
置
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
活

性
を
図
っ
て
は
。

町
　
長
　
観
光
客
の
集

約
と
都
市
住
民
と
の
交

流
人
口
増
を
考
え
、
今

後
の
動
向
を
見
な
が
ら

ぜ
ひ
検
討
し
て
い
く
。

杉
　
山
　
未
整
備
地
区

通
学
児
童
と
地
域
住
民

根古屋橋

地
域
活
性
と
交

地
域
活
性
と
交
流流

人
口
に
つ
い

人
口
に
つ
い
てて

町
道
整
備
に
つ

町
道
整
備
に
つ
いい

てて

沢山小学校付近の町道

町
診
療
所
に
つ

町
診
療
所
に
つ
いい

てて

里
町
に
は
七
会
地
区
に

４
地
区
あ
る
。
町
長
は

こ
の
４
地
区
を
含
め
、

へ
き
地
医
療
に
つ
い
て

ど
の
様
に
お
考
え
か
。

町
　
長
　
へ
き
地
に
住

む
地
域
住
民
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

整
備
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
は
建
設
検
討
委
員

会
で
協
議
を
い
た
だ
き
、

よ
り
良
い
施
設
整
備
を

し
た
い
。

杉
　
山
　
議
員
は
調
査

を
し
提
案
と
し
て
質
問

を
す
る
が
、
執
行
部
は

事
業
化
に
対
し
経
過
報

告
は
で
き
な
い
か
。

町
　
長
　
財
政
措
置
を

有
す
る
も
の
、
年
度
内

補
正
予
算
か
新
年
度
予

算
に
計
上
し
実
施
か
、

精
査
し
お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

感
染
症
予
防
に

感
染
症
予
防
に
つつ

いい
てて

杉
　
山
　
感
染
症
流
行

に
対
し
予
防
予
算
を
専

決
執
行
し
て
頂
け
る
か
。

町
　
長
　
発
生
し
た
場

合
は
、
速
や
か
に
専
決

処
分
を
執
行
す
る
。

杉
　
山
　
滞
納
者
に
対

し
期
限
の
猶
予
制
度
や
、

今
後
は
保
証
人
枠
拡
大

を
考
え
て
は
。

教
育
長
　
前
向
き
に
検

討
す
る
。

奨
学
金
に
つ
い

奨
学
金
に
つ
い
てて

一
般
質
問
に
つ

一
般
質
問
に
つ
いい

てて
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